
か
ら
ほ
ど
近
い
観
光
地
と

し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
45
年（
１
９
１
２
）

に
天
猷
寺
の
朴
雲
和
尚
、

慈
医
と
し
て
慕
わ
れ
た
度

会
保
十
、小
川
興
三
、小
川

訓
平
ら
が
発
起
人
と
な
っ

て
開
発
に
着
手
、青
年
団

の
奉
仕
に
よ
り
道
路
を
整

え
、橋
を
架
け
、歌
碑
を
建

立
す
る
な
ど

し
ま
し
た
。ま

た
、中
切
の
極

楽
寺
に
あ
っ
た

三
十
三
所
観

音
を
滝
道
へ

　
今
回
は
釜
戸
町「
龍
吟

の
滝
」が
描
か
れ
た
盃
と

龍
吟
の
滝
開
発
の
歴
史
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
明
治
35
年（
１
９
０
２
）

に
現
在
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
・

釜
戸
駅
が
開
業
す
る
と
、

龍
吟
の
滝（
龍
吟
峡
）は
駅

移
し
、売
店
も
設
け
た
と
い

い
ま
す
。

　
上
の
写
真
は
一
の
滝
を

描
い
た
磁
器
の
盃
で
、内
部

に
は「
釜
戸
名
所
龍
吟
滝
」

の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
大
正
～
昭
和
初
期
の
制

作
と
み
ら
れ
、売
店
で
販
売

さ
れ
た
土
産
品
と
推
測
さ

れ
ま
す
が
、何
か
情
報
を
お

持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
陶
磁
資

料
館（
☎
6
７‒

２
５
０
６
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、こ
の
時
建
て
ら
れ

た
石
碑
に
は「
不
動
瀑
」と

刻
ま
れ
、滝
が
信
仰
の
対

象
だ
っ
た
こ
と
を
伺
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

【
解
説
】
瑞
浪
市
み
ず
な
み

未
来
部
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

�

砂
田
　
普
司
　
氏

描かれた
瑞浪 ⑧

観
光
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
当
時
の
土
産
品
か
？

 

龍
吟
の
滝
の
盃【釜

戸
町
】

浪
市
陶
町
出
身
で
、
国

際
的
楽
器
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
ヤ
マ
ハ
株
式
会
社

取
締
役
会
長
の
中
田
卓

也
氏
を
お
招
き
し
ま
し

た
。
２
０
１
３
年
に
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
さ

れ
、
昨
年
社
長
の
任
を
終

え
た
中
田
氏
は
、
在
任
中

を
振
り
返
り
、
社
長
の
仕

事
は
、「
企
業
価
値
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
」
と
「
い

か
に
人
を
そ
の
気
に
さ
せ

る
か
」
が
主
で
あ
り
、
そ

こ
に
最
も
力
を
注
い
だ
と

語
り
ま
し
た
。
従
業
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
た
め
に
行
っ
た
事
業
の

数
々
を
画
像
や
動
画
を
交

え
て
紹
介
さ
れ
、
参
加
者

一
同
、
中
田
氏
の
熱
意
あ

ふ
れ
る
お
話
に
深
く
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
岐
阜
県
の
重

要
無
形
文
化
財
で
あ
る
半

原
操
り
人
形
浄
瑠
璃
の
公

演
が
行
わ
れ
、
半
原
文
楽

保
存
会
の
代
表
・
安
藤
午

は
臨
席
者
へ
の

お
礼
を
述
べ
た

う
え
で
、
成
長

戦
略
の
基
本
は

民
間
・
地
方
の

活
力
を
引
き
出

す
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
環
境
を
整

え
る
の
が
会
議

所
の
責
務
で
あ

る
と
し
て
、
今

後
も
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な

い
信
頼
さ
れ
る

会
議
所
と
し
て

尽
力
す
る
と
述

べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、永
年
勤
続
役
員・

議
員
表
彰
で
は
、
永
年
に

亘
り
当
商
工
会
議
所
の
発

展
と
健
全
な
運
営
に
貢
献

さ
れ
た
33
名
を
表
彰
し
、

代
表
し
て
河
瀬
進
氏
（
株

式
会
社
コ
ノ
ミ
ヤ
）
に
会

頭
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
続
い
て
開
催
さ

れ
た
記
念
講
演
会
は
、
瑞

一
氏
に
よ
る
解
説
と
、
縁

起
が
良
い
と
さ
れ
る
「
式

三
番
叟
（
し
き
さ
ん
ば
そ

う
）」
の
上
演
が
、
創
立

60
周
年
の
節
目
に
さ
ら
な

る
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
中
田
氏
も
同

席
さ
れ
、
出
席
者
同
士
の

交
流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
来
賓
と
し
て

ご
臨
席
い
た
だ
い
た
古
屋

圭
司
衆
議
院
議
員
、
水
野

光
二
瑞
浪
市
長
、
小
川
祐

輝
岐
阜
県
議
会
議
員
よ
り
、

温
か
い
祝
辞
を
賜
り
ま
し

た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
60

周
年
の
節
目
を
通
じ
、
当

商
工
会
議
所
は
新
た
な
10

年
へ
向
け
て
の
力
強
い
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
経
済
の
一
翼

を
担
い
、
瑞
浪
市
及
び
地

域
経
済
の
発
展
の
た
め
に
、

引
き
続
き
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
瑞
浪
商
工
会
議
所
の
創

立
60
周
年
を
記
念
す
る
式

典
と
祝
賀
会
を
１
月
９
日

㈭
に
ベ
ル
フ
ラ
ワ
ー
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
（
瑞
浪
市

日
吉
町
）
に
て
開
催
し
、

市
内
外
、
各
界
か
ら
約

１
１
０
名
の
皆
様
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
の
式
辞
に
お

い
て
、
景
山
助
夫
会
頭

展
。

　
商
品
開
拓
や
出
展
に
備

え
た
視
察
に
も
、ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】２
月
12
日
㈬
～
14

日
㈮
10
時
～
18
時（
最
終

日
の
み
17
時
ま
で
）

【
場
所
】東
京
ビッ
グ
サ
イ
ト

（
東・南
展
示
棟
）

ゆ
り
か
も
め「
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
」駅
か
ら
徒
歩
３

分　
今
回
か
ら
ポ
ー
ト
メ
ッ

セ
な
ご
や
に
移
転
。規
模

を
拡
大
し
、さ
ら
に
充
実

や
き
も
の
ワ
ー
ル
ド

�

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や

し
た
体
験
と
展
示
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　
瑞
浪
市
か
ら
は
㈲
マ
ル

モ
加
藤
陶
器
、山
喜
製
陶

㈱
、小
田
陶
器
㈱
の
3
社

が
出
展
。新
人
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
展
に
は
Ａ
ｔｅ
ｌ
ｉｅｒ�

ｍｅｎｏ
ｔｏ（
ア
ト
リ
エ
メ
ノ

ト
）が
出
展
し
ま
す
。ま
た
、

企
画
展
示
と
し
て
、岐
阜

県
郷
土
工
芸
品「
瑞
浪
土

人
形
」も
展
示
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】２
月
28
日
㈮
～

３
月
４
日
㈫
10
時
～
17
時

（
最
終
日
の
み
16
時
ま
で
）

【
入
場
料
】当
日
券
１
０
０

０
円（
前
売
券・各
種
割
引

券
あ
り
）

【
会
場
】ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な

ご
や�

第
１
展
示
館（
名
古

屋
市
港
区
）あ
お
な
み
線

金
城
ふ
頭
駅
徒
歩
２
分

　
国
内
外
か
ら
約
３
０
０

０
社
が
集
結
す
る
、日
本

最
大
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ギ
フ

ト
と
生
活
雑
貨
の
国
際
見

本
市
で
す
。99
回
目
の
今

回
の
テ
ー
マ
は
、「
心
を
伝

え
る
愛
の
贈
り
物
Ｐａｒ
ｔ

Ⅱ
」。ト
レ
ン
ド
に
敏
感
な

バ
イ
ヤ
ー
が
多
数
来
場
し

ま
す
。

　
瑞
浪
市
か
ら
は
㈱
小
倉

陶
器
、㈱
生
活
の
木
、㈱
ミ

ヤ
マ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、㈱
マ

ル
サ
ン
近
藤
の
４
社
が
出

東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春

�

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

▲永年勤続役員・議員表彰受章者代表の河瀬氏（右）

▲式辞を述べる景山会頭

▲中田氏の講演『「結果＝能力×熱量2」～為さねば成らぬ、何事も。～』

▲約300年前から続く半原文楽

▲各界の第一線で活躍する方々が一堂に会する

ギ
フ
ト・シ
ョ
ー（
東
京
）2
／
12
㈬
～
14
㈮

や
き
も
の
ワ
ー
ル
ド（
名
古
屋
）２
／
28
㈮
～
３
／
４
㈫

 

に
お
越
し
く
だ
さ
い

瑞
浪
商
工
会
議
所
創
立
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催

～
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
、何
事
も
。～

地
域
と
と
も
に
歩
ん
だ
60
年

─
未
来
を
見
据
え
た
新
た
な
幕
開
け

� （1）第 637 号� みずなみ商工会議所ニュース� 令和 7年 2月 1日

発 行 所
〒 509-6121

編集責任者

購 読 料
印 刷

瑞 浪 商 工 会 議 所
岐 阜 県 瑞 浪 市
寺 河 戸 町 1043-2
( 0572-67-2222
0572-67-2230

瑞 浪 商 工 会 議 所
広 報 委 員 会
1 部 3 0 円
丸理印刷株式会社

瑞浪商工会議所　(0572-67-2222　*info@mzcci.or.jp
https://www.facebook.com/mzcci　　会議所ニュースは毎月 HP に掲載中！→ 



	 令和 7年 2月 1日	 みずなみ商工会議所ニュース	 第 637 号（2）

瑞
浪
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

☎
０
５
７
２
︲
６
７
︲
２
２
２
２

　
０
５
７
２
︲
６
７
︲
２
２
３
０

info@
m
zcci.or.jp

FAX

相
談
所
だ
よ
り

おじゃま
します

リレー訪問リレー訪問今
回
は
魚
徳
さ
ん
の
ご
紹
介

で
株
式
会
社
ア
イ
ビ
さ
ん
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
業２

０
０
２
年
、
26
歳
の
時
に

一
般
建
築
等
を
行
う
「
愛
美
」

と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。

「
愛
美
」
と
い
う
名
前
に
は
、

「
心
を
込
め
て
美
し
く
」
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
２
０
１
２
年
に
法

人
化
し
た
際
に
、
諸
先
輩
方
か

ら
の
助
言
を
受
け
、社
名
を「
株

式
会
社
　
ア
イ
ビ
」
と
カ
タ
カ

ナ
表
記
に
変
更
し
ま
し
た
。

創
業
か
ら
山
あ
り
谷
あ
り
で

し
た
が
、
こ
の
仕
事
が
本
当
に

好
き
で
、
楽
し
い
か
ら
こ
そ
、

こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

片
付
け
を
し
、
整
え
て
か
ら

１
日
を
終
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
解
体
か
ら
建
設
、

外
構
な
ど
一
手
に
担
う
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

に
つ
な
が
り
、
お
客
様
に
も
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
仕
事
が
で
き

て
い
ま
す
。

将
来
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
も
、
変
わ
ら
ず
丁

寧
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
し
て
仕

事
を
任
せ
て
く
だ
さ
る
方
々
を

大
切
に
し
、
モ
ッ
ト
ー
を
念
頭

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

趣
味と

に
か
く
仕
事
が
好
き
で
す
。

そ
の
他
に
は
、
車
が
好
き
で
、

旧
車
を
中
心
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

し
て
い
ま
す
。
休
日
に
は
車
を

眺
め
て
過
ご
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

株
式
会
社
　
ア
イ
ビ

瑞
浪
市
明
世
町
月
吉
１
１
１
２
‐
１
６
７

代
表
取
締
役
　
庭
野
　
亮

☎
０
５
７
２
‐
６
９
‐
０
１
３
５

次
回
は
日
本
料
理
　
き
ん
魚

さ
ん
を
訪
問
し
ま
す
。

仕
事
内
容

一
般
建
設
、
塗
装
工
事
、
解

体
工
事
、
土
木
工
事
を
は
じ
め
、

エ
ク
ス
テ
リ
ア
、
リ
フ
ォ
ー
ム

ま
で
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。

創
業
当
初
、
様
々
な
現
場
へ

作
業
を
手
伝
い
に
出
向
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
際
、
多
く
の
技

術
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
努
力

し
、
信
頼
さ
れ
る
仕
事
を
し
よ

う
と
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が

現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
で
は
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
多
く
の

仕
事
を
頂
い
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
か
ら
は
、
能
登
半

島
の
復
興
の
た
め
に
な
れ
ば
と

思
い
、
石
川
県
で
の
仕
事
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
社
員
の

一
部
を
交
代
で
現
地
に
送
り
、

解
体
工
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

汚
れ
る
こ
と
の
多
い
仕
事
だ
か

ら
こ
そ
常
に
き
れ
い
に
す
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
現
場

近
隣
の
住
人
の
方
に
も
「
き
れ

い
に
作
業
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
て

い
ま
す
。
そ
の
お
言
葉
で
、
よ

り
一
層
や
り
が
い
を
感
じ
、
仕

事
を
す
る
上
で
の
励
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

モ
ッ
ト
ー

前
述
の
通
り
、「
心
を
込
め

て
美
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
解
体
工
事

の
よ
う
に
壊
す
、
汚
れ
る
と
い

う
過
程
が
あ
る
中
で
、
少
し
で

も
き
れ
い
に
作
業
を
進
め
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
。
工
事
が
数

日
間
に
及
ぶ
際
は
、
汚
い
ま

ま
作
業
を
終
え
る
の
で
は
な
く
、

295

心
を
込
め
て美
し
く

株
式
会
社
　ア
イ
ビ

　
瑞
浪
市
で
は
、
創
業
を

目
指
し
て
頑
張
る
み
な
さ

ん
に
「
夢
」
実
現
の
ヒ
ン

ト
満
載
の
創
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
　
　
２
月
８
日
㈯
10
時
～
18
時

　
　
　
２
月
22
日
㈯
10
時
～
17
時

■
場
所

瑞
浪
商
工
会
議
所
　
２
階

■
定
員
　
20
名（
先
着
順
）

■
申
込
み

　
当
商
工
会
議
所
の
窓

口
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ま
た
は
、

第
１
回

第
２
回

メ
ー
ル
・
申
込
フ
ォ
ー
ム

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
参
加
料
　
３
，０
０
０
円

第
２
回
の
み
参
加
の
方
は
無
料

※
詳
細
は
、

当
商
工
会

議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
先

瑞
浪
商
工
会
議
所

☎	

６
７
‐
２
２
２
２

　	

６
７
‐
２
２
３
０

FAX
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
み
ず
な
み
創
業
塾
２
０
２
５
」

を
開
催
し
ま
す申込フォーム

庭野　亮 氏

　
マ
ル
経
融
資
は
、
商
工

会
議
所
等
で
経
営
指
導
を

受
け
た
事
業
者
に
対
し
て
、

無
担
保
・
無
保
証
人
で
融

資
を
行
う
制
度
の
こ
と
で

す
。
日
本
政
策
金
融
公
庫

が
実
施
す
る
融
資
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
営
利
は

目
的
と
し
て
お
ら
ず
、
小

規
模
事
業
者
の
経
営
を
応

援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
岐
阜
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
は
、

「
攻
め
の
経
営
」
を
行
う

上
で
必
要
な
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
採
用

を
、
岐
阜
県
に
登
録
さ
れ

た
民
間
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
事

業
者
を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

■
２
月
セ
ミ
ナ
ー

２
月
６
日
㈭	

13
時
30
分
～

会
場
：
可
児
工
業
団
地
協

同
組
合	

大
会
議
室

『
若
手
社
員
の
育
て
方
』

２
月
17
日
㈪	

13
時
30
分
～

会
場
：
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

『
人
材
不
足
こ
れ
か
ら
打

つ
手
は
』

※
詳
細
は
、

下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ

り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
先

岐
阜
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

☎
０
５
８
‐
２
７
７
‐
１

０
９
６

■
融
資
限
度
額

　
２
，０
０
０
万
円

■
融
資
利
率
　
１
・
65
％

（
1
月
6
日
現
在
）

■
担
保
・
保
証
人
　
不
要

■
返
済
期
間

10
年
以
内

（
据
置
２
年
以
内
）

■
お
問
合
せ
先

瑞
浪
商
工
会
議
所

☎
６
７
‐
２
２
２
２

マ
ル
経
融
資
制
度

設
備
・
運
転
資
金
は 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
国
税
庁
・
国
税
局
・
税

務
署
で
は
、
税
務
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
手

続
き
の
見
直
し
の
一
環
と

し
て
、
令
和
７
年
１
月
か

ら
、
申
告
書
等
の
控
え
に

収
受
日
付
印
の
押
捺
を
行

わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ

さ
い
。

国税庁HP ▲詳細

国
税
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

外国人材の活用を考えられる事業者様へ
日本語学校設立に向けた説明会のご案内
現在、日本は深刻な人口減少や人手不足に陥り、政府も日本で活躍できる外国人在留者を
増やすための各制度見直しの検討に入っております。令和６年10月には土岐商工会議所と
土岐市、ファースト・スタディ日本語学校の三者による土岐市内での日本語学校設立に向け
た基本協定を締結し、令和8年4月の開校を目指しています。
そこで、本説明会では、ファースト・スタディ日本語学校の松岡校長から実践事例・土岐
校開校に向けた展望と地域への協力依頼をご説明頂きます。日本語学校への興味がある方、
外国人材の活用を考えられる方のご参加をぜひお待ちしています。

問合せ先／瑞浪商工会議所　☎0572-67-2222

日　　時：令和7年2月25日㈫ 10：00より
場　　所：瑞浪商工会議所2階　大ホール
講　　師：ファースト・スタディ日本語学校　松岡将裕 校長
講演内容：１）ファースト・スタディ日本語学校の実践事例について

２）土岐校開校に向けた展望と地域への協力依頼について
３）質疑応答

参 加 料：無料　　申込期限：2月10日㈪まで
協　　力：瑞浪商工会議所 申込フォーム▶

日本語

「あおぞら共済」契約者配当金のご案内
当商工会議所では、会員事業所の福利厚生の充実を図るため、「あおぞら共済」（月額800円～）

の加入を勧め、多くの会員の皆様にご加入いただいております。この度、下記保険期間の契約者
配当金が決定し、ご指定の口座へ振込みをさせて頂きますのでお知らせ致します。
■振込予定日　令和7年2月末日～　　■配当金　1口　1,400円（60歳未満の加入者平均）
■保 険 期 間　令和5年10月1日～令和6年9月30日
詳細については、商工会議所共済係☎67-2222までお問い合わせください。※入院見舞金、結婚・出産祝金のご請求をお忘れなく。

県
内
企
業
の「
人
材
確
保
」を
サ
ポ
ー
ト
！

岐
阜
県
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

人
材
戦
略
拠
点

会員限定 ２
月
８
日
・
22
日
開
催

瑞浪商工会議所　(0572-67-2222　info@mzcci.or.jp
https://www.facebook.com/mzcci　　会議所ニュースは毎月 HP に掲載中！→ 


